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教育目標
（本園では以下の４つの目標を柱に幼児教育を行っています。）

☆健康で明るく元気な子ども

☆いきいきと意欲的に遊べる子ども

☆互いに認め合い励ましあう子ども

☆やさしく思いやりのある子ども

＜



年間行事計画＞ ※各年度によって多少変更あり

4月 ・始業式 ・入園式 ・給食開始（年長/年中/年少） ・保育参観

・家庭訪問 ・避難訓練 ・誕生会 ・園外保育 ・身長体重測定（年少）

・身長体重胸囲測定（年長/年中） ・尿検査 ・交通安全巡回指導

5月 ・内科検診 ・保育参観 ・避難訓練 ・誕生会 ・視力聴力検査（年長）

・園外保育 ・春の遠足 ・身長体重測定（年長/年中）

・身長体重胸囲測定（年少） ・園庭開放

6月 ・歯科検診 ・保育参観 ・学級懇談 ・給食試食会 ・避難訓練

・誕生会 ・身長体重測定 ・淡輪小学校との交流 ・未就園児親子登園

・淡輪保育所との交流(年長) ・園庭開放

7月 ・プール遊び ・個人懇談 ・避難訓練 ・誕生会 ・身長体重測定

・終業式 ・夕涼み会 ・未就園児親子登園 ・園庭開放

8月 ・登園日 ・誕生会 ・身長体重測定 ・始業式 ・短縮保育

・給食開始

9月 ・避難訓練 ・誕生会 ・運動会 ・身長体重測定

・未就園児親子登園 ・園庭開放

10月 ・保育参観 ・園外保育（さとうみ公園） ・避難訓練 ・誕生会

・身長体重測定 ・未就園児親子登園 ・淡小と給食交流会（年長）

・淡輪保育所との交流(年長) ・園庭開放

11月 ・休日参観 ・避難訓練（消防自動車） ・誕生会 ・視力聴力検査

・園外保育 ・身長体重測定 ・秋の遠足 ・来年度入園児体験入園

・未就園児親子登園 ・園庭開放

12月 ・保育参観 ・学級懇談 ・個人懇談 ・避難訓練 ・誕生会

・身長体重測定 ・園外保育 ・おたのしみ会 ・終業式

・未就園児親子登園 ・園庭開放

1月 ・始業式 ・保育参観 ・避難訓練 ・誕生会 ・身長体重測定

・小学校体験入学（年長） ・淡輪保育所との交流(年長) ・未就園児親子登園

・園庭開放

2月 ・保育参観 ・避難訓練 ・誕生会 ・楽しいつどい（生活発表会）

・身長体重測定 ・未就園児親子登園 ・園庭開放

3月 ・個人懇談 ・避難訓練 ・誕生会 ・身長体重測定 ・お別れ遠足

・修了式 ・終業式 ・未就園児親子登園 ・園庭開放



✿日課表（時間帯について）＜令和6年度＞

✽入園式・始業式・終業式・修了式 11時降園

✽4月 ９日～4月 16日 新入園児 11時降園

✽4月 17日～3月 19日 年長児 15時降園

✽4月 17日～3月 24日 年中児 15時降園

✽4月 17日～3月 24日 年少児 15時降園

✽8月 27日～8月 30日 （短縮保育） 13時降園

※保育時間 月～金 ８：３０～１5：００

※あずかり保育（有料）は、平日 15：００～１7：３０

短縮保育日 13：００～１7：３０

11時降園日 11：００～１7：３０

長期休業中 8：３０～17：３０

✿デイリープログラム（１日の生活の流れ）

15時降園日 13時降園日 11時降園日

時間 幼児の活動 時間 幼児の活動 時間 幼児の活動

8:30～

9:45

10:00

11:30

12:45

14:15

15:00

登園

持ち物の整理

好きな遊び

片付け

朝の会

歌や手遊び、出欠調べ

クラスでの活動

片付け

給食準備

給食

休息、好きな遊び及び

クラスでの活動

片付け

おやつ

降園準備、おわりの会

降園

8:30～

9:45

10:00

11:15

12:45

13:00

登園

持ち物の整理

好きな遊び

片付け

朝の会

歌や手遊び、出欠調べ

クラスでの活動

片付け

給食準備

給食

降園準備、おわりの会

降園

8:30～

9:45

10:00

10:45

11:00

登園

持ち物の整理

好きな遊び

片付け

朝の会

歌や手遊び、出欠調べ

クラスでの活動

片付け

おやつ

降園準備、おわりの会

降園



幼稚園年齢別ねらい

３歳児 ４歳児 ５歳児

４

・

５

月

・喜んで登園し、保育者に親しみを

もつ。

・園生活の流れを知り、生活リズム

に慣れる。

・園の遊具や玩具に興味をもち、自

分から遊ぼうとする。

・自分のしたい遊びを見つけて、十

分に遊ぶ。

・新しい保育者や友だちとともに過

ごすことを喜ぶ。

・いろいろな遊びに興味をもち、遊

びの楽しさを味わう。

・新しい環境に慣れ、最年長組にな

ったことを喜び、自覚をもって園

生活を楽しむ。

・やりたいことを見つけたり考えた

りして、友だちといっしょに意欲

的に遊びに取り組む。

６

・

７

月

・園での生活の仕方がわかり、簡

単な身の回りの始末を自分でし

ようとする。

・遊びや生活を通して約束やきまり

があることを知っていく。

・友だちと触れ合いながら、いろい

ろな遊びを楽しむ。

・いろいろなきまりに気づき、それ

を守って遊ぼうとする。

・小動物に触れて世話をしたり、野

菜の栽培をしたりして身近な自然

に親しむ。

・水に親しみ、プールでの水遊びを

十分に楽しむ。

・友だちといっしょに意見を出し合

いながら、自分たちで遊びを進め

ていこうとする。

・自分なりに試したり工夫したりす

ることを楽しむ。

・水の心地よさを感じ、水遊びに取

り組む。

９

・

10

・

11

・

12

月

・保育者や友だちと一緒に、話した

り聞いたり、会話を楽しんだりす

る。

・経験したこと、感じたこと、想像

したことを表現する。

・自分でできることは進んでしよう

とする。

・戸外で体を十分に動かし、いろい

ろな運動を楽しむ。

・遊びに必要なルールを守ろうとす

る。

・自分のしたい遊びに積極的に取り

組む。

・思ったこと、考えたことを進んで

話す。

・共通の目的に向かい、友だち同士

で相談したり協力したりして遊び

や活動を進める充実感を味わう。

・繰り返し取り組みながら、やり遂

げた満足感を味わう

・秋から冬への自然の変化に気づ

き、それを遊びに取り入れる。

１

・

２

・

３

月

・自信をもってのびのびと行動す

る。

・自分なりに表現することを楽し

み、意欲的に取り組む。

・大きくなる喜びと進級に対する期

待をもつ。

・物事に最後まで取り組んだ満足感

を味わう。

・いろいろな経験を通して想像豊か

に表現活動を楽しむ。

・冬の寒さや季節の変化に触れて遊

び、よく見て、気づいたり考えた

りする。

・友だちの良さに気づき、ともに過

ごす喜びを感じながら、遊びや生

活を進める楽しさを味わう。

・就学に対する期待と喜びを感じ、

自信をもって行動する。

・友だちとの信頼関係を深め、互い

に認め合いながら集団のなかで安

定し自信をもって過ごす。



＜園の取り組みとして＞

・子どもたちが安心していろいろな直接体験をしていく中で、自分なりに挑戦したり、考えたり、

自主的に行動できるように、一人ひとりの思いをしっかりと受けとめながら、取り組んでいき

たい。

・日々の保育を振り返りながら、子どもたちにとってより豊かな経験を積み重ねていけるように

取り組み、保護者や校園所、地域の人との連携を図り、多様な人とかかわり、つながっていけ

るように、より広い視野をもって保育を進めていきたい。

・異年齢の友だちと一緒に生活する中で、子どもにとっての安心できる居場所づくりをし、一人

ひとりが安心して自己発揮できる環境をつくっていく。

○サントレ（サイエンティフィック・トレーニング・フォー・チルドレン）

科学的幼児教育について

① 美しい日本語のリズムや響きを楽しみながら、日本の言語文化にふれさせる。

② 読み聞かせに加えて、自ら音読する活動を通して、言葉への興味関心を高めるとともに、

本を読むことの楽しさや意欲を育てる。

③ 絵本などを通して言葉に親しませ、コミュニケーション、理解・思考、情緒の基盤となる

語彙の拡充を図る。などのねらいで取り組む。

○一時預かり保育事業

・子育て支援の一環として子どもの遊び場や遊び友だちの確保、また、家庭で急用や仕事等で

不在になる時などに利用できる預かり保育(有料）を実施。

保育の必要性がある幼児（共働き世帯など）は、預かり保育料の無償化について申請が必要

となります。

預かり保育でしか味わえない家庭的な雰囲気の中で、異年齢での関係を充実していくことを

目標とする。



＜安全教育年間計画＞

月 ねらい 安全指導

４ ・安全な登降園の仕方を知る。

・廊下の右を歩く。

・始業式、入園式で交通安全の話をする。

・園外保育で右側通行を守って歩く。

５ ・園生活のきまりを守って安全に遊ぶ。

・遊具の正しい扱い方を知る。

・ブランコ、鉄棒、すべり台等の扱い方を各

クラスで知らせる

６ ・雨の日の安全な登降園の仕方を知る。 ・雨の日、風の強い日の交通安全について話を

する。

・雨具の正しい取り扱い方を知る。

７ ・夏の遊びのきまりを守って安全に遊ぶ。

（海、川、池等に気をつける）

・夏休みを安全にすごす。

・水あそび（海、川、池等）について危険な

ことを話す。

・夏休み中の安全について話す。

９ ・登降園の安全な方法を思い出し、自分

から気をつける。

・戸外で安全に気をつけて遊ぶ。

・園外保育で右側通行、交差点等の渡り方等に

気をつけて歩くことを知る。

１０ ・戸外で安全に気をつけて遊ぶ。

・園内（廊下等）では走らないよう気を

つける。

・ブランコ、鉄棒等の正しい扱い方を思い出

して安全に気をつけて遊ぶ。

１１ ・道路の正しい歩き方、横断歩道の渡り

方等を知る。

・園外保育で横断歩道、踏み切りの渡り方を

知る。

１２ ・寒さに負けず安全に気をつけて遊ぶ。 ・冬休みを安全に過ごすように話す。

１ ・寒さに負けず安全に気をつけて戸外で

遊ぶ。

・防寒着の正しい使用法を知らせる。

２ ・道路の正しい歩き方、横断歩道の渡り

方を知る。

・園外保育で正しい歩き方をする。

３ ・道路の正しい歩き方、横断歩道の渡り

方を知る。

・園外保育で正しい歩き方をする。



＜安全教育計画＞

・危険な場所や物事などが分かり、安全について理解が深められるように、日々の保育で、

機会をとらえて行っていく。

・始業式、入園式、集会の時等に交通安全や不審者への対応の話をする。

・毎日の保育の中または帰る時などに、車等に気をつけて帰ることを約束する。

・園外保育の場で信号の見方、横断歩道の渡り方、踏み切りの渡り方を体験させる。

・犯罪や事故から身を守るための生活について、園便り、文書等で機会あるごとに保護者に

周知する。

＜保護者に協力してもらうこと＞

・横断歩道や信号機のある交差点では、必ずその横断歩道や交差点を利用する。

・横断する前には必ず一旦停止し左右を確かめる。いきなり道路に飛び出したり、車の前後を横

切ったりしない。

・信号が変わりそうなときは無理をしないで次の青信号を待って渡る。

・道路を斜めに横断しない。

・踏み切りの手前では一旦停止して目と耳で安全を確かめる。

警報機が鳴っている時や遮断機が下がり始めてからは絶対に踏み切りに入ってはいけない。

・子どもが遊びに出かける時は、必ず保護者の許可を受ける習慣をつける。

・防犯の意識を高める。

・帰宅後の行動、夏休み、冬休みの安全な過ごし方等に細かい配慮をする。

・地域の協力が得られるよう、保護者どうしの連携の意識を高める。

・救急法（人工呼吸、応急処置の仕方）の講習が開催される場合は参加する。



＜防災年間計画＞

月 想定 ねらい 内 容

４ 合図を

ならす

・避難訓練の合図を知る。

・危険から身を守ることの大切さを

知る。

火事・地震 ― 拡声器の音をならす。

５ 火事 ・避難する心構えを知る。

・避難のしかたを知る。

事前に防災ずきんの使い方をクラスで

確認しておき、慌てず保育者の指示を

聞き、戸外に出て整列する。

６ 地震 ・避難する心構えを知る。

・避難のしかたを知る。

すばやくロッカーの中に入り、保育者

の指示で戸外に出て整列する。

７ 火事 ・雨天の場合の避難の仕方を知る。 戸外に出て避難する時と、部屋での避

難の仕方を知る。

８ 地震 ・地震の合図を思い出し、敏速に避難

する。

地震の合図を聞き、すばやくロッカー

の中や机の下に入り、状況にあわせて

指示を出し、迅速に避難を促す。

９ 火事 ・消防自動車の消火演習を見学する。

・火事の恐ろしさを知る。

通報訓練をし、消防自動車が来るので、

実際の消火演習を見たり、消防士の話

を聞いたり、消防自動車の見学をする。

10 津波 ・合図で早く園庭に出て、すみやかに

避難所まで歩く。

園庭に避難し、指示に従って避難所ま

で歩く。

11 火事 ・避難する合図や指示を聞いて行動

する。

それぞれの状況にあわせて指示を聞い

て避難できるように迅速に促す。

12 地震 ・合図が聞こえたら機敏に行動する。 机の下に避難する訓練をし、機敏に行

動し避難することの大切さを知る。

１ 火事 ・寒くても敏速に行動する。

・暖房器具の危険なことを知る。

火遊びはしないように話し合う。

保育室以外での場所でいる時の避難訓

練をする。

２ 不審者

対応

・不審者対応の合言葉をわかりやすい

言葉にして、冷静に対応できるよう

にする。

慌てないで、落ち着いて保育者の指示

を聞いて行動する。

３ 火事 ・指示に従い落ち着いて機敏に行動

する。

合図を聞いたら、落ち着いて指示に従

って早く避難行動をすることを話す。



＜防災計画＞

(１) 避難訓練

・非常時の合図（火災報知器、非常ベル、鐘、園内放送）を知る。

・先生の指示に従って、機敏に行動し、身を守る態度を育てる。

・火災、洪水、地震、台風、津波などの種類によって避難方法が違うことを知る。

(２) 組織分担

・最高責任者（園長）

・園の防災設備を定期的に点検する。（園長・教諭）

・消防署等へ通報する。（園長）

・消火活動を担当する。（園長・教諭・用務員）

・園児を安全な場所へ誘導する。（クラス担任）

・けが人の救護に当たる。（クラス担任）

・園の重要書類を搬出する（園長）

・各保護者に緊急連絡網にて連絡する。（教諭）

・教育委員会に連絡をする。（園長）

(３) 防災管理

・防災管理の徹底をはかる。

・火災、地震、台風等の災害時に園児を安全に避難させる。

・施設、設備及び重要書類等の被害を防ぐ。

(４) 園の設備点検

・消火器、火災報知器、放送設備等の点検。

・非常口、避難路の点検。

・救急箱、医薬品の点検。

もし火災等が生じて、園児を安全な場所に避難誘導する場合、避難場所等を園玄関に掲示する。

保護者に園児を引き渡す場合は名簿と照合し、保護者であることを確認して帰らせる。



保護者の皆様へお願い

★持ち物について

・毎日、子どもが持ってくる物

○コップ、皿（布袋に入れて毎日洗って持たせてください）

○出席ノート

○おたよりケース

○健康カード（朝の検温を記入して、おたよりケースにいれて持たせてください）

○はんかち、はなかみ

○上ぐつ（週末に持って帰りますので、洗って週初めに持たせてください）

○遊び着（週末に持って帰りますので、洗って週初めに持たせてください）

★協力していただきたいこと

・持ち物、身につけるものには、子どもの見やすい場所に必ず名前を消えないように

工夫して書いてください。

・はんかち、はなかみは制服のポケットに入れてください。

・衣服の着脱、持ち物の整理などはできるだけ子どもにさせてください。

・登園は８時３０分～９時までにさせてください。

・欠席の場合は手紙か電話で（４９４－３００１）園まで必ず連絡してください。

（８時３０分～９時までにお願いします）

・急用等で早退されるときは直接迎えに来てください。

・毎日通園カバンの中を見てください。（おたよりケースにお手紙をいれます）

・通園時の事故を最小限に抑えるために必ず同じ道を通るようにし、正しい交通ルールを

家庭で指導してください。

・遠足、園外保育には通園カバンを使用します。

・担任にご用がある方は保育終了後、電話またはお越しください。



その他

○送り迎えについて

・送り迎えは保護者の方でお願いします。

・保護者以外の方の場合は、事前に必ず連絡してください。

なお原則として「小学生」による送迎は認めていません。

○家庭との連絡について

・欠席される場合は午前9時までに連絡してください。

・毎月の園だより・給食献立表・その他お手紙類などは必ずよく読んで幼稚園での

子どもの生活をご理解ください。

・子どものことや連絡事項は、メモまたは電話などをご利用ください。

また質問やお気づきの事がありましたら遠慮なくお伝えください。

○個人情報保護について

・個人の各情報については慎重な配慮を持って臨んでいます。

住所、氏名、電話番号、生年月日等特定の個人を識別することができる情報は

保護しています。

○集団生活におけるお願い

・発達段階においては噛んだりひっかいたりして自己表現をする年齢もあり、思い

がけないケガが起こる場合がありますが、保護者の皆様のご理解をお願いします。

○虐待について

・児童虐待とは、保護者によって子どもの心身を傷つけ、健やかな成長・発達を損

なう行為です。子どもの利益に反しない限り、保護者や子どものプライバシーの

保護はしますが、虐待がうたがわれる時、幼稚園は通報の義務により専門機関に

連絡させていただくこともありますのでご承知おきください。

○気象警報発令に伴う対応について

・園児の安全確保を図るため、気象台から岬町区域に「暴風警報」「大雨警報」「洪水

警報」のどれか１つでも発令された場合の対応のお手紙【保存版】を、新年度初めに

お渡ししますので、よく読んで、見えるところに貼っておいてください。



特定保育・保育の提供に関する利用者負担金（実費）＜無償化対象外の経費＞

項目 内容、負担を求める理由及び目的 金額

ＰＴＡ会費 幼稚園で開催する行事等に係る費用 月額５00円

（令和６年度）

教材費 年齢に応じて保育に必要とする教材に

要する費用

月額400円

（令和６年度）

保育用品代

（用品代・月刊絵本代・

アルバム代＜年長のみ＞）等

新年度必要な用品費用

年齢に応じた月刊絵本の購入

修了アルバムの購入

実際に要した費用

（実費）

あずかり保育料 あずかり保育利用に係る費用 実際に要した費用

（実費）

あずかり保育料

（保育の必要性が認定さ

れた幼児）

あずかり保育利用に係る費用

(預かり保育料の無償化については、

申請が必要です）

〇無償化金額

・実際の利用料と「日額

単価 450 円×利用日数」

を比較して、低いほうの金

額（おやつ代は除く）

〇上限額

・3歳児から5歳児は、

11,300円

遠足、園外保育等に係る

費用

公共交通機関（電車等）その他移動手段

に要する費用

実際に要した費用

（実費）



あずかり保育（有料）の実施について

子育て支援の一環として、平成26年 4月より子どもの遊び場や遊び友だちの確保、また保護

者等の急用や就労で不在になる時などに利用できるあずかり保育(有料)の実施を開始しました。

また平成27年度より『子ども・子育て支援新制度』がスタートし、一時預かり事業として行っ

ています。今後も、地域の子育て支援環境の充実に努めていきたいと思います。

預かり保育料の無償化につきましては、令和元年１０月からの幼児教育・保育無償化にともない、

子育てのための施設型利用給付認定・変更申請書を提出され、保育の必要性が認定された方が対象

となります。（その場合、11時降園日、長期休業中は一部保育料が必要となります。）

１．実施開始日 毎年度4月1日から毎日

（但し、土・日・祝日・創立記念日・行事等でできない日・警報等で休園になった日を除く）

２．時間 ○平日 1５：00～1７：30

○短縮保育の日 1３：00～1７：30

〇１１時降園日（始業式等） 1１：00～1７：30

○長期休業中(春休み･夏休み・冬休み) 8：30～1７：30

◆必ず保護者の方のお迎えをお願いします。また降園時間は厳守してください。

◆あずかり保育を利用する方の降園バスは運行できませんのでご了承ください。

◆平日は水筒（いつもより多めの量）を持たせてください。

11時降園日・長期休業中は、水筒とお弁当を持たせてください。

３．利用料 ○平日、短縮保育日 1日・・・400円 （おやつを含みます）

○１１時降園日 1日・・・650円 （おやつ、教材費を含みます）

○長期休業中 1日・・・950円 （おやつ、教材費を含みます）

４．申し込み方法

・あずかり保育申し込みカードへ、希望する日に○印を、園用と保護者用、両方に記入し、

必ず園用を提出してください。（保護者用はおうちで管理しておいてください。）

・当日申し込みも受け付けます。但し、朝9時までとさせていただきます。

・急に利用しない場合も当日の朝9時までに連絡をお願いします。

※長期休業中におきましては、申し込み・キャンセル共、前日の17:00までとさせて

いただきます。

５．集金方法

・月の利用回数を集計し徴収袋をお渡ししますので、利用料を入れて子どもさんに持たせて

ください。



未 就 園 児 親 子 登 園

当園では、町内の未就園児のお子さまと保護者の方を対象とした「親子登園」を実施して

おります。

園児との交流、保護者間の交流、親子でのいろいろな遊びなど様々な活動を行っています。

☆年間の予定（令和６年度）

※ 時間は基本的に９時３０分～１１時です。

※ 実施日は予定ですので、変更、延期、中止になる場合もありますので、ご了承ください。

前月にお渡しする配布物（親子登園だより）に、詳細を記載しますので必ずご確認ください。

または、直接園にご確認ください。

※持ち物 水筒・着替え・上靴（保護者の方も）・ナイロン袋

※幼稚園に来たら、受付（出席表への記入・名札の着用）をすませてください。

☆参加を希望される方へ

○年間９回の登園を計画しています。

○幼稚園では、安全を十分配慮しておりますが、お子さまの安全につきましては保護者の方が

責任を持って見守ってください。

○お互いに気持ちよく過ごせるよう挨拶しましょう。

実施日 内 容

１ ６月２0日（木） 遊具、おもちゃで遊ぶ

２ ７月 １日（月） しゃぼんだま遊び、水遊びを楽しむ

３ ７月 ５日（金） 七夕飾りを作る

４ ９月 １０日（火） 手作りおもちゃを作る

５ １０月１７日（木） 運動遊びをする

６ １１月１４日（木） 楽器作りをする

７ １２月１７日（火） お楽しみ会

８ １月３１日（金） 節分、豆まきをしよう

９ ２月１６日（金） 絵本やわらべうた遊びを楽しむ



★お問い合わせ★

岬町立淡輪幼稚園（たんのわようちえん）

〒５９９－０３０１ 大阪府泉南郡岬町淡輪４６５６－１
ＴＥＬ/ＦＡＸ ０７２（４９４）３００１

※お問い合わせは電話もしくはファックスをご利用ください。

淡輪
幼稚園

淡輪駅

南海本線

みさき公園駅

町民体育館

病院

淡輪小学校

郵便局

国道２６号線 至 和歌山至 大阪


